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1.緒 言

本邦D各地に治ける裏作麦圃の雑草は数十種が数えられているが，中でも，スズメノテ

ツポウは全国的に最も発生量の多い強害草(2)(3)(7)(11)であり， とくに麦の矯溝に多数混生

するむで農家は1本 1本手抜除草している.とD播溝内の手取除草は普通3-4人，多い

場合は10人夫も要する.2.4-.0が水田除草に劃期的な成果を牧めてから，農家はとの厄介

友愛作の雑草の手取除草容に代る除草方法の確立を切実に要望している.との雑草は2径の刈

取前に成熟して，種子を落下し，水田の中で越夏して秋落水と同時に発芽を始め稲を刈る

時期にはすでに図面一杯に発芽してくる.また，耕占星整地して支を蒔いてから後にも多く

発芽する.厳寒時には一時的に発芽を中止するが，早春に君主れほ再び発芽してくる.さら

に見逃すととの出来ないととは，整地や中耕Dとき倒された個体ゐよび切られた個体の一

部が地上に出たまま埋まるときは再活着または再生する.

著者らほ1952年以来との問題について農林省応用研究費の助成を得，数人の共同研究者

とそれらの基礎，応用的冴究をそれぞれ分担して試験を進めている.当所にjなける著者ら

の研究陥，土嬢水分D多少，または中耕D時期たよび回数とスズメノテツボウの発生なら

びに再生との関係，あるいはスズメノテツ示ウと衰の生育競争，その他C生態的君主基礎研

究とともに石荻窒素，スルフアミ γ酸ァγモγ，CIPC， 2.4-D， MCP， SES， DNBP， 

CMU~どの新旧の除草剤jを使って雑草坊除と愛の生育牧量との関係を調査している.今

迄の成績によっても，それらの内百茨筆業，スノレフアミ γ酸アンモγ，CIPC， DNBP 君主

どの薬剤の適量使用は，麦の薬害が少く，乎取除草に比べて殆んど減牧が君主<，雑草坊除

が認めもれた.しかし何れの薬剤も覆土の厚さ，被布時期，撒布時D土嬢の湿り加減，雨

量，土壊の組成によって結果が異なるととが見出されている.ととに1943年に麦~播き，

即日石炭窒素を施した場合の覆土の深浅と愛の発芽生育との関係についてポット試験し，

ま?と， 1952-54年に稽D立毛中に石灰窒素を撒布し.麦を不整地捧ずる半耕主主にたける石

友窒素D播種前処理試験主主らびに整地擦栽暗に沿いて周期jの発芽前処理(作物が嬢かれて

から作物が地上に萌芽するまでに薬剤を土壊に撒布する〉の試験結果を本課冨の第1報と

して発表し大方の御批評を得?とい.

11.石友蜜棄の性欲と雑草防除の文献例

石灰窒素 Ca=N-C=N はシヤナミツド石次~主成分として約 20%の窒素と約 60%の

~ .林省廠用研究費による業績，“現鳥取大学農学部助手

〔豊島学研究第43巻第2号 73-85頁 1955) (73) 



石灰〈うち生石友20，￥，炭酸石灰4%)， 10.%以上の瀞離安棄とごく少量の鉄，アルミ=

ユーム，ヵーパイト，その他を含んでいる.とのシヤナミツド石友ば土壌の水分，無機の

触煤と微生物によって分解する.土壌中でまや加水分解してシヤナミツドになり，さらに

土嬢の謬質物の作用で尿棄に変化し，尿素は土中心微生物の作用で茨酸アシモェャ.硝酸

態に変化して植物に吸牧される.また，土中の水分過多あるいは多量の石友窒素に少量の

土を混じた場合にはヂシアンジャミツドを生やるととが知られている.

上記の石友窒素の土壊中の分解は土壌の性質，水分，施用量の多少で異り，夏は5---7

日，冬は2週間で移る.分解に好適の土嬢水分段雨後の畑献態の程度で，つねに湛水扶態

では分解が遅れ，ま?と穆質が乏しく，有機物の少い磁噴土嬢にたいてもま1<分解が遅れる.

植生に対する有害作用除以前段ヂシアy;)ヤミツドがとくにひどいといわれていたが，近

ごろはシヤナミツドそのものであるとされている.その毒作用除シアナミツド石友から瀞

離γアナミツドに変化する時期である.また，ごく少量Cカーパイトと生石友が71<.に遭ろ

と前者はアセチνγガスJ::熱を生じ，後者のアルカり性と発熱するととが有害作用を助長

するともいわれる.との石友窒素股， Rademacher'13)によると， ドイツで 1907年ごろ

から除草用に使われはじめ，初期の禾毅作物畑の除草試験には Remyjti-よび Vaster:(a)

(1915)の研究があり，同氏らはカイ=ツト，石友窒索。単用たよび両者の混合剤を使用

し?と.しかしh実際的使用除第一次世界大職後の19.却年以後に秋篠D麦類。雑草駆除に念

に普及したようである.去の生育中の撒布は，大，小麦は3-4葉.ライ麦は4-6葉期

以後に雨のない無風の日を運び， 1 '"クタールに1.5-3dz(反当4---8貫)を使用する.

麦葉は細かくかっ直立し，生長点が包まれているので，そうでたい広葉雑草にくらべて被

害が少注い. また， とのシヤナミツド溶液の捧透除:21)土嬢の上屠 3cm程度までに止ま

るのが普遁である.との屠にある小さい雑草の根をいためて枯らす.有機物に富む肥同也

では，との上屠に沿いて早〈分解するので，深根の作物には薬害を与え君主い.しかし，砂

質土壊では石次窒棄がゆるやかに分解するため，相当地中に深い屠まで捧透して作物の根

を害するといβ. また，初霜のとろD撒布は一般に作物を害しやすい.撒布は作物の茎葉

が乾いている時で，土は君主るべく湿気を持つ?と時がよい.一般にドイツでは石友窒素単用

よりも石灰窒素とカイ=ツドとを 1:4または 1:6の割合に混ぜ，反当10-20貫施して

いる.ま?と， トウ-'E-ロコシ畑(21)で種子が発芽中か または僅かに発芽した時に反当に換算

して5貫位の石炭窒素を撒布しているという.

最近 Rademacherjti-よび Flock((4)(1951)は石衣室素，カイ=ツトたよび両者を1:6

の割合に混ぜポットゐよび圃場で69種の雑草について生育期別にそれらに対する感受性

を詳細にしらべている.

著者らの一人笠原は，さきに(8)薬剤による雑草駆除試験にたいて麦酒にたける硫酸.硫

酸鉄，石友窒素君主どの薬剤による雑草駆除試験を行っ?と.石衣室索。撒布分量が反当5貫

程度君主らぽ， 3月頃衰の茎業が乾いた時刻を見はからって支の現上撒布をさけて，株元に

撒布すれば麦は薬害が少(，後に回復した.一方，小さいヤエムグラ， ノミノフスマ，

ハルグデ，グネツケパデたよぴスズメノテツポウなどの雑草を殺すととができるが，大き

いスズメノテツポウは効果が少たかった.また， 一般に湿ったときの撒布は雑草の駆除効

果が大きいが，麦の薬害も甚だしく，撒布時D天候によって除草効果や支の生育牧量が異

るので，そり使用は安全でなかったつぎに石友窒素を麦を播く 1-2週間前に撒布して
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その毒カ解消後に播種する試験をしたその方法は撒布してから後に整地，睦立すれば土

を動かして石友窒素に触れたい雑草揮子が上屠に出て，発芽するので防除効果が少君主くた

る.そとで播溝を作ってそとに石友窒素を撒布して土をあまり動かさたいように麦を播け

ば可成り防除効果が見られたしかし睦を作った後に1週間以上も播種を遅らすととは往

々小麦播種の適期を失するゐそれがあるととを指摘した.ま?と笠原(N)は1939年に始め?と

雑草種子の発芽の研究に3ないで覆土の深浅が著しく雑草種子の発芽を左右するととを知っ

た.す君主わち，多くの雑草種予は無覆土叉は O.5cm 位の浅い覆土が発芽によく， l.5cm 

以上の梢深い覆土では発芽が不良であった，一方小麦は 2--3cmの厚さでよく発芽する

ζとより暗示を得て，それまで石友窒棄を撒布してから毒力が消ゑるまでまって麦を播い

ていたのを改bて，適期に麦を播き，やや覆土を厚くしてその上に石衣室棄を撒布すれば土

の上屠に合れる雑草種子は石友窒素に触れて発芽が害され，一方やや深いととろにある麦

の種子は石友窒素に触れるととが少く，薬害が回避されるのではたいかと考えたので，1943

年からそのポット沿よび圃場試験を開始した.その成槙は1947年にきわめて簡単に要旨仰

のみ発表した即ち小麦の覆土を1.5-2.5cmの厚さにして，石1J<.窒素を全面反当15貫又

は播講D覆土の地面のみに反当5貫までの施用は麦の発芽生育たよぴ数数に沿よぽす悪い

影響は君主かった.一方との分量で雑草発生は半分以下に減少したととを述べた.との方法は

今日，除草剤施用の新技術として登上している発芽前処理(Pre-emergence仕組tment)

の技術と同じである.該法は 1945年まで発表され君主かったがイギリスの Slade，Temple・

man I3-よびSexton(IO)(mが1940年に木箱に燕麦とノハラガラシを播き αナフタ νγ酷

酸を 1=-カー 25ボγ ドの割に撒布して戸外に置いた時に，燕支は比較的無害で，一方

のノハラガラシは発芽が害された. との発見がやがてイギリスで MCP，叉別にアメリカ
で2.4-D君主どの発見とたり，植物ホルモシ除草剤の研境時代が来?と(1)(叫.また2.4・Dによ

るPre-emergencecontrol of weedの最初の試験聞は 1946年に米国 New]ersey農

試の Anderson.:t-よびWolfちが行ったといわれている.そしてその研究者 Wolfたよぴ

Ahlgren(l句 (1948年〉らはつづいて衣のやうなトウモロヨシ畑の雑草坊除に石友窒素の発

芽前処理D成績を発表した.すたわち粒，粉般の石友窒素をエーカー当り2∞--800ホ・γ ド
(反当4.5-18貫〉播揮してから， 3--4日後の施用は， 4--6週間維草とくに1年生雑草

をよく防除した.一方トウモロコシやその他の大粒の作物撞子は小さい雑草種子よりもと

の処理に対して抵抗性が大きいという.しかし，との方法は播種から10--14日聞の聞に水

分が少いときは防除効巣が低い，ま?と，石b<.窒素は土壌にまぜるよりも土壌の表面に与え

る方が成績がよく，また，粘土質の多い土壌よりも砂壌土の方が薬剤を土の表居に均一に

撒布ができて結果がよいという.Briggs及び Wolf(5)(1948)らもまた石友窒素D トウモ

ロヨシ発芽前処理をなした。石次窒素は播種当日に施行するよりはむしろ数日遅れて施用

した方が雑草防止効巣が大きく，ま?と，砂獲土の試験では牧量及び較粒む蛋白質含有量を

高めたという.

わが国では「適期嬢」が裏作麦の士曾牧技術の基礎的条件であるととからして，その便法

栽培として整地作業を省いて不整地のまま早〈麦を播いて発芽後に耕起睦立し，整地時の

不備を補う宇耕法が以前から普及している.叉，不整地播して全く中耕を行わない杢不耕

栽絡も一部には行われている.しかしとれらの方法の大きた欠点はスズメノテツポウの発

生が特に多いととである.金不耕栽暗に3ないで石衣室素D播種前撒布が有効主主 ζ とは岡山
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重軽試の字垣氏川)(1938)が多株穴播栽熔で反当 15，-.，20貫を稲刈り直後の撒布で認めてい

る.叉吉岡及三宅 (1943)'20)氏らはその栽培法を不耕密婚法と称し同氏らもまた，反当

16貰程度の石友電素が除草効果が大きく，鼓牧も増加すると報告した.笠原ωも当時その

栽培で図面のよく湿っている時に石衣室素D反当 12貫の撒布は無撒布にくらべて 1/10位

に雑草を少くして効果があるが，普通の整地播と同等の牧量を牧めるには，他の肥料も多

量に施すととが必要で、，肥料不足時代にはとの栽略法の実施は困難でるると記述した.

最近の卒耕法にゐける石d<.窒素D試験は岡山農試のカ日峯，石野，紳崎(8)(1954)氏らが

水稲刈取後の岡商を全く動かさす3に，表を播く位置に帯般に石灰窒素を反当3貫以上〈撒

布率18%)を均等に撒布するととによって雑草を完全に防止し.麦の発芽は3日前に撒布

したものも被害がないと発表した.向.昨今本邦各地でとの不整地播にゐける播僅前の石

炭童棄の撒布たよぴ整地擦にjなける石友窒素の発芽前処理の試験が行われている.

III.稲の立毛中に石友量棄走徹布する小委不整地に

おける播種前量理

最近小麦の不整地播宇耕法に沿いて簡易石荻窒素撒布機を使用し，稲の立毛中に石灰窒

素を撒布して雑草を防除する方法が岡山県南部で普及しつつあるが， その方法のねらい

は，第1は支の適期揺ができる，第2は立毛中の成熟筒には石灰窒素の葵筈が君主く，稲聞

の雑草は未だ小さいので，その殺草ととれから発生しようとする雑草をよ〈防止する.第

3は整地労力のピークを崩し労力の分配ができるという.との方法が果して有効かどうか

を知らんとして弐りように石次窒素D播種前処理を行った.

第l回試験……1952年10月24日稲の立毛中に石衣室素撒布機〈三上製作所〕を調節して

(3株列に1株引割合〉稲株列聞に石次窒素を反当2.5，5，7.5，10貫の割合にてくそれ

らの撒布率は約25%訟ので，若しとの割合に全面撒布すればそれぞれ4傍の10，20， 30， 

40貫の施用量となる〉撒布した.ヨたに稲を刈取り， 11月4日に直揺用点播器〈株間6.5

寸〉を使用して小麦を播揮して覆土の代りに堆肥で覆いをした.12月4自に中耕と谷明け

(溝を作り睦立する)生自動耕転機で行い，モの前日12月2日に施肥し，第2回を 3月21

日追肥，筒12月23日と 3月24日に中耕を行い4月28日に土寄し， 6月9日に牧穫した.

試験成績……1953，-.，53年の試験に沿ける雑草防除並に小麦の生育牧量の成鎮は第1， 2 

表D如くである.

第1表によれば，石灰窒素反当2.5，-.，10貫施用は 12月1日においてその雑草発生本数の

無撒布区に対する割合は 19，-.，44% (内スズメノテツポウの発生本数の割合は 16-40%) 

また3月11日にたいては同 38-51% (32-40%)に低下した.な沿第2表による雑草重

量は殆んどがスズメノテツポウの重量であり，無除草区に比較して石灰窒素区の雑草量は

12-24%で著しく減少し，それらは何れも無撒布区に対して顕著君主有位差がある.とのよ

うに稲の立毛中にたいて石反窒素D撒布はスズメノテツボウゐよびその他の雑草の幼植物

をよく枯らlれまた，それらの発芽を防ぐ効果が大きいので，株間の手取除草は不用で、あ

った. 一方，小麦の発芽生育は何れも無害で牧量は除草区に比べて無除草区14%，石友

窒素2.5-7.5貫区が2，-.，4%減であり，同10貫区は逆に12%増にaっているが分散分析。

結果はそれらの処理区聞に有意差が認められ君主かった.
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第2回試験……1953年 11月5日並木植の広い稲の株聞に石灰寧素を反当2.5，5， 7.5， 

10貫の割合に撒布し拭そして，その日の午後に稲刈をしたとの試験区は稲を畦立移植

した跡訟ので、排水がよく君主っている. つぎに 11月15日に小麦品種新中長を株間 6.5寸，

1穴約10粒見当に点播機で播き，堆肥で覆土に代えた 12月14日自動耕転機で中耕と谷上

げ(稲が睦立栽憎たので大体の睦は出来ている〉作業を君主し，第2田中耕は3月16日に行

い，同時に除草区は株聞の雑草左手取し?と.

第 1表 不整地播小麦の石灰窒素による矯種前処理と雑草発生 (1952-53)

反当 12 月 l 日調査 3 月 11 日開査

撒(寅布1)E A -A  J FJ'・同百分比
その他 合計同百分比 テスズツポメウノ 同百分比その他 合計 問百分比テ、アポウ

釘r$ •• $却r- 傘

現コ'ー

Z轟 dr ヨ~S 朝町 39-0.0 1r . 304 '43.4f. llJ) 87 

5.0 238 39.8 58 '296 42.8 138 36.5 58 196 42.2 

7.5 98 16.4 35 133 19.2 120 31.7 57 177 38.1 

10.0 153 25.6 27 180 26.0 138 36.4 72 '210 45.3 

無撒布 598 100.0 94 692 100.0 378 100.0 86 464 100.0 

備考・・・雑草は株間10~方尺について示した.

第 2表 不整地婿小麦の石灰窒素播積前処理と収量および雑草量

反当 i次
撒t貫布2)E 麦の禁容

穫 物 株間の生雑草まく4月'28日〉

.7.5 

5.0 

7.5 

10.0 

無除草

除草

備考

成熟期
スズハメノ その他総意 教室 同百分比
テツボ。

合計 関育分比

泊施
量冒 ' ーー

a箇
'1跡事 .払Sら 種唱S唱車， 

ナ" 6.31 2.05 狗.1 ~& 0.1 

" 6.06 2.02 96.7 6.7 37.8 0.2 38.0‘骨 10，5 

1/ 6.06 2.01 96.2 6.7 46.6 0.4 47.0・‘ 13.0 

1/ 6.86 2.35 112.4 6.9 41.8 0.5 42.3綱" 11.7 

5.88 1.81 86.6 6.5 360‘5 1.9 362.4 100.0 

6.50 2.09 100.0 6.5 57.0 0.3 57.3'“ 15.8 

1) 1区2坪4主主制.

2)石1J<..窒素撒布前身日 2.7mm.~番種迄 10.9mm，播種後2 日間 70.5mm 降雨.

3)第1[団施肥12月2日硫安反当5貫，過石10貫，硫加4貫，但し石友雪量業5貫以上

の区は元肥の硫安は無施]fj，

第2回3月21日硫安5貫.

4) 4用28日の雑草量についてのL.S. D.(O.OI)= 132.8 

試験成績・…・・越冬前の小衰の発芽沿よび:薬害す立に雑草の発生数，たよび牧穫物調査と

各区の平均雑草量は第3，4衰のま日くである.

第3表によれば7.5.......10貫区は最初小麦に若干禁容が認められたが，しかし，後には回

復し?と. 2.5....... 5買区は最初から薬害はたかった.また， 同表に沿いて 5貫以主の区が著

しく雑草の発生が少君主い.ま?と，第4表に治ける 4月中旬の雑草量は無機布区に比較して

2.5.....，10貫の各区共1.%の顕著君主有意差をもって減少している. 一方教室は除草区に比べ

て無除草区が約10.%減であり，石1J<.鐘素区も各々若干減牧の傾向があるが，分撒分析の結

ー27ー (Tl) 



果，処理区聞に有意差がたいDではっきり減牧と認められない.

弘主2回の試験成績は雑草防除及び!]、表む牧量のどちらも大体}致したと見てよい.

唯，第2回試験に沿いて 5，...，10貫区が初期若干の薬害が見られたととが第1回験と異った

のは，総括の項で考察しているように石友窒素撒布から播橿前後にゐける両年D降雨量の

ちがいが原因と思われる.との初期薬害の点から考えて不整地播宇耕栽培における雑草防

除fDlとめD石次蜜棄の施用適量は反当2.5-5貰〈全面10-20貫〉の範囲にあるととがわ

かり多分播溝当り 4貫(全面16買)位が最適量ι恩われる.

第 3表 不整地播小麦の石灰窒素による播種前処避と小麦の薬害および雑草数く1953-54)

反当 d、 愛 小衰の護軍野 雑 主革 事を 生 数
撒(貫布量)発芽始発芽揃

12月 13日 12月13日 I月7目見ズメノその他合計同百分比
デザポウ

2.5 .a26u3烏l s 99・1. ナ ν .* a- $r 11.26 J J.28 33.2 ナ ν l回 1助 公鴻 91. 

5.0 11.26 11.29 32.8 97.9 f' f/ 28 16 44 19.4 

7.5 11.27 1:7. 2 32.8 97.9 轡 小管 17 4 :71 9.3 

10.0 11.27 12. 3 31.2 93.1 宅毎 事年 14 3 17 7.5 

無撒布 11.26 11.28 33.5 100.0 127 100 227 100.0 

備考…雑草は 15~1î尺について示した.

第 4表 不整地播小麦の石灰窒素による播種前処混と小麦の収穫物および雑草量

守
護宇 小愛の依穫物 株聞の生雑草量 (4月16日)

関 t島穆期成鵜綱旦ズメノ 問 問
総量E 舷1l百分比 テ.，，，(~p その総合計百分比風乾.. tfffJ:色
iiI kZ 暢 周回 血目 11 11 11 ・a 一語ー'.-5 3.67 1 ~ 57 91.3 4.23 6.5 133 lB 151・・ 46..1 52 43_3 

5.0 3.58 1.52 88.4 4.:73 6.5 38 17 55州 16.9 25 20.8 

7.5 3.92 1.69 98.3 4.25 6.9 41 11 52・・ 16.0 21 17.5 
10.{) 3.88 1.62 94.2 4.26 6.9 41 22 73・骨 19.3 28 23.3 
無除草 3.96 1.56 90.7 4.23 6.5 2ヲ'3 34 327 100.0 120 100.0 

除草 4.261.72 100.0 4.23 6.5 11 1 12-- 3.6 3S 4.7 

備考 1) 1 1&1.5坪5皇軍制.

2)撒布前日 B.3mm，播種迄K 6.4mm，播種2日間 42mm降雨.

3) 第 1 回施D5 12月 14 日硫安反当 5 貰，温石101買，硫加 4 貫，但し石~m. :7 .5貰区は

硫安2.5貨を差引書 5賞以上位硫安無施用.第2凶2月22日硫安3貰.質量3凶3月

17日続安2.施周
4) 4月16日の雑草量についてのL.S. D .(0.01) =90.6 

lV.整地播小委の石友窒素発言F前処理

前述の小麦の方選地擦は排水のよい麦閣のみ実施でき，一般の水回裏作には排水の関係

で睦立墓地播が必要である.故に整地矯にゐける石灰窒素試験，とくに播種期を遅らさな

いために適期矯種後の覆土上に撒布する発芽前処理が重要と考えて衣の試験を行った.

(78) -28-



A，右友直棄の小書発芽前処理におけあ覆土の翠遭と小委の発芽細期生育との関係 (ポ
ツト院験〉

先づ石友窒素を播種郎自に覆土上に施用したポット試験に主ないで覆土の厚さが小麦の発

芽生育に沿よぼす影響をしらべるために径 17cmの鉢を用いて 1943年 10月18日と，同

11月17日に小麦を播種して試験した伽.覆土の厚さは0.5，1.0， 1.5， 2.0， 2.5cmとし

て，その上に石友蜜棄を第1回試験には反当 7.5，15， 30貫，第2回試験には 7.5，10， 

15貫施用した，その結果は第5，6衰の如〈である.

第 5表 小麦発芽に対する播種2日日石灰窒素施用量k覆土の深浅との関係 (1943)

a.第 1回試験
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備考・・・第1囚19421手10月18日置床.第2国間年11月17日置床.

第5，6表によれば覆土 0.5cmの場合は10月の試験開始は石衣室素7.5貫で薬害があ

り，同11月の開始ではその分量で禁容がたい.とのように矯種期の早晩で多少結果がぢが

うが，以上2回の試験成績を綜合すれば，浅いO.5cmの覆土は7.5-10貫に3甘いてすで

に小麦D発芽歩合が低下するか或は初期生育が遅れる.lcm覆土では7.5-10貫は小麦に

薬害がなく， 15買は少し薬害がある.また30.貫では明に発芽が不良で薬害がある.1.5 ...... 

2.5cm の厚さ，では7.5-10貫の範囲は反って発芽を若干促進する傾向がるり， 15.....30貫

註 試織成績の要旨は重量照文献 (9)に発表した.
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t土発芽歩合は変ら君主いが，初期生育が遅れた.以上ポット試験の結果から見て覆土@厚さ

が0.5-1cmでは浅すぎるが1.5-2.5cmの厚さにすればその覆土上に反当15貫(全面)

の石友窒素の播穆即日施用は小麦に大きい薬害はたいようである.

第 6表 小麦生育に対する覆土の深さと石灰窒素分量との関係

12月3日12月18日 1月B日 2月12日
覆土 反当量 ←ー」一一一一一一一一一一一一一一一

刷貰
0.5 0 

" 7.5 

" 10.0 

" 15.0 

1.0 0 

" 7.5 

" 10.0 

1/ 15.0 

1.5 0 

" 7.5 

" 10.0 

11 15.0 

2.0 0 

" 7.5 

" 10.0 

11 15.0 

2.5 0 

グ 7.5

" 10.0 

" 15.0 

草丈 草丈 草丈草丈分柴 草丈分集

3月17日
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4月15日

草丈 分猿

泌玄 .'.t:; 
41.5 3.7 

39.9 4.3 

32.7 6.0 

42.5 4.3 

42.9 3.7 

40.4 3.7 

36.0 3.0 

45.5 5.3 

44.6 4.7 

41.3 4.7 

38.7 4.1 

45.0 4.7 

44.3 5.0 

47.5 5.0 

36.7 3.3 

45.2 4.7 

42.3 4.7 

40.7 

38.6 3.0 

8，石友量棄による小妻発芽前虚還の圃場誌駿

第1回試験…・・稲刈取後に自動耕転機で睦巾2.6尺1条睦に整地しi1952年11月18日

に小麦を点播し厚さ 2cmの覆土上に即日石灰窒素を反当2.5，5， 7.5貫〈撒布率25%

たので全面10，20， 30貫〉の割合で撒布した. 12月4日沿よぴ3月21日に施把， 12月23

日と3月24日に睦聞と谷講を中耕除草した.株聞の雑草ならびに牧種物調査の成績は第

7， 8表の如くである，

試験成蹟…・・・第7表によれば，発芽前処理として掃溝のみに石次窒素反当 2.5，..._7.5 

買施用〈全面10-30貫〉は12月23日の調査に3ないで，無撒布区に対する雑草本数は8-

14%，また，スズメノデツポウの本数は11-21%と著しく低下した. しかし， 3月10日

にばそれらの区の雑草発生が増加して無撒布。約半数になった.とれは2.5貫区を除いた

他の区はtJ、支の禁容のため甚しいととろは枯死して欠株と友り，その欠株個所に雑.草が新

に発生し，君主主旨欠株の所のスズメノテツポウは後に肥効によって他より大株となるので，

(鈎) -30-



4月下旬は 2.5貫区より反って 5-7.5貫区の雑草量が多とたっている. との薬害のたあ

小麦牧量は第8表の如<5貫区は 5%.， 7.5貰区は 1%の有意差で減4会している. .，とだ，
2.5貫区のみは減牧が注(， 一方の雑草量は無撒布区に比ペて24%なので防止効果が可成

り大きく好成積と見てよい.

第 7表 整地播小麦の石灰窒素による発荊甘処理と雑草 (1952-53)

反当 12 月 23 日 3 月 10 日

徽t貫布量f :、 ~;I..1・ その他 合計 同百分比
見ズメノ

その他 合計 同百分比テツボウ テツポウ

2.5 
4- * 事 e-ー d ior ld 言玄24 '1 55 13.7 

5.0 11 19 31 7.7 55 106 161 5S.3 

7.5 17 22 37 9.2 58 • 111 169 61.2 

無撒布 112 289 401 100.0 89 187 276 100.0 

備考・・・雑草は9平方尺に付いて示した. 2月下旬以降5-7.5貫区は禁容のため欠株箇所に雑草

が多〈発生した.

第 8表 整地播小麦の石灰窒素による発芽前処理と収獲物およひ雑草量

傷事曙の麦芽発の唱轟
当

量

}

志
賀

反
4
g
t

欣 穫 物 雑 草 (4月28日〉

愈ヨk •• 通路 ::A.7:~" その他 令官T‘ 情".，.ttr¥ll 賞金集
ー皐

11:g 
'晶 車 E 

ー

暢

6.08 2.04 96.7 10.5 15.8 26.3 23.6 

5.12 1.72" 91.5 29.0 11.2 40.2 36.1 

4.55 1.53・‘ 72.5 53.7 20.3 79.0 :71.0 

6.47 2.11 100.0 58.3 53.0 111.3 100.0 

2.5 41 ナシ

5.0 39 締寄

7.5 31 害

無 4配布 41 ..;..， 

〈土寄〉

備考 1) 1区2坪3達制，衰の発芽は 1平方尺について示した.

2)播種当時の降雨量・・・播種即日石灰窒素撒布後9日間降雨なし 10-13日聞に 15.4mm

降雨.

3) 12月4日反当硫安5貫，過石3貫， li束力U3貫，遁肥3月21日硫安5貫施肥， 1.且し石茨

室繋2.5貫区は元E巴の硫安を牟減，また同5賞以上の区は硫安を施用しながった.

4) 4月28日株間雑草について，石炭雪量棄の薬害のため欠株箇所は雑草が多<.肉.施用

区も区聞にょっτ発生量に差が多ししたがって分微分析の誤差が大量〈有意差がZ豆、

められなかった.

5)量生震のL.S.D・C5 %)=0.328， 開**(1 %) =0.497 
第 2回試験……1953年は稲C睦立栽培の跡を 11月 15日に自動耕転機で耕起して 2.6尺

1条植に睦立し， 同日点播機で点播し， 2cmの厚さに覆土して堆肥を敷き3日後の同月

18日にその播溝の覆土上のみに石友窒素を反当2.5， 5， 7.5， 10貫撒布した. 12月 14日

沿よび2月22日と 3月17日に苑肥し， 12月14日と 3月16日に睦間烏よび谷溝の中耕と除草

区の株間雑草の手取を主主した.その雑草発生量必よび小麦の牧穫物調査の成績は第9，10 
表。如くである.

第9.，10表によれば支の発芽歩合にはちがいが少主主いが， 7.5--10 貫区は発芽~遅らし

初期生育に少し禁容が見られた，t.かしそれらも後に回復した.との圃場は稲を睦立栽場
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じているので不整地播に沿いても乾操がよくて雑草発生が前年度の 1/3程度できわめて少

かった.石次窒素2.5貫区の雑草量の減少は無撒布に対して有意差がたいが，同 5貫以上

の区は有意差がありいちじるしい防除効果が認められた.一方鞍重は雑草量が少たい?とめ

か無撒布区も減牧が注く，また石友窒素5，...，7.5貫区はや L減牧の傾向があるが，しかし分

撤分折によって処理区聞の有意差がたいのでその減牧ははっきりしたい.

第 9表 整地播小麦の石灰窒素による発芽前処理.と小麦の発芽および雑草 (19日-&0

愛 12月13日 小去の禁容 1 2月 13日

守貯 事量察官‘ ..・ ふ.週Eaaz12月131:t 1 }f 1目黒ズメノその他合前開宵分比テザポー
1n  ri 本 古島 本 本

n.3 a ，1..fJ 1'.昂 11.19 碕 .. 自由 3G 4 39 

5.0 H.27 11.29 52 1/ " 7 7 14 8.0 

7.5 11.27 11.30 52 精密 精密 4 3 7 4.0 

10.0 11.27 12. 2 49 害 綿密 。 0.6 

無除草 11.26 11.28 53 97 78 175 100.0 

備考・・・雑草は15平方尺について示した.

第 10表 整地播小麦の石灰窒素による発芽前処理と収穫物および雑草量

せL査，T三 小去の杭穫物 銅陶磁剣成熱 雑
草 意く4月16日〉

関 目同 ~::<メノその
合計 問 関乾 開

縫!J!分Jt叡:&亙分比 .，. '? rtt I'j 集 百分tb煙草EーE金皇. 
k曙 暢 ka 4 ，匝圃圃昂踊 • E g 

'2;5 6.91 97.9 ~.71 l∞~4 4.Z3晶.5 15.1 7.2 22.3 69.9‘ 7.5 56.8 
5.0 6.05 85.7 2.53 93.7 4.24 6. 5 16.4 4.9 21.3・66.8 6.8 51.5 
7.5 6.30 89.2 2.57 95.2 4.25 6. 9 12.6 1.2 13.8・‘ 43.3 5.5 41.7 
10.0 6.66 94.3 2.69 99.3 4.26 6. 9 9.8 1.2 11.0“ 34.5 4.0 30.3 
無t土除寄草) 7.31 103.5 2.76 100.8 4.23 6. 5 15.9 2.9 31.9 100.0 13.2 100.0 

除草
t手取)7.06 100.0 2.70 100.0 4.23 6. 5 4.4 0.7 5.1'鋤僑 16.0 2.1 16.0 

備考 1)1区2.5坪5逗伽j

2)搭種当時の降雨量山播種後2日間42mm，3日後に石友窒素扱布， 1-3週間0.7mm

3) 12月!4日反当硫安5貫，温石10貫，硫加5貫，遁胞2月22日硫安3貫， 3月17日硫安2貫

低し石友筆業2.5貫区は元胞の硫安をや減，また問5貫以上の区は硫安無施用

4) 4月16日の株間雑草景についてのL.S.D.(5%)三 10.68，開く10%)=14.56

以上両年の試験結果の不一致は後の総括にて考察しているように麦の播種たよび石次量

索。撒布時の土壌の湿り加減とその後の降雨量のちがいが原因と考えられる，

V.総 指

石fJ<.蜜索。殺草作用は， (l)石灰窒素が接触した葉商に治ける影響と (2)土中にた

ける石友窒素溶液の影響とがあり，土嬢処理にたける毒作用はシヤナミツド石次が尿素ま

でに分解される過程に作用するのであって大体1，...，2週間と見て差支えたい.

との試験で稲立毛中に石衣室棄を岡商に撒布してから10日を経過して穴をつき小農をま

いた場合，小衰の発芽に対する薬害は第 1回試験では石衣室素反当2.5-10貫〈撒布率25
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%，全面撤布10-40買〉に沿いて何れもたかった， しかし第2回試験では2.5-5貰区

は薬害がなかったが， 7.5......10貫区は後には回復したが初期生育に若干の薬害が見られた，

とのちがいは当時θ雨量が両年でちがうために石荻窒素の分解消失の遅速ができたと思わ

れる，今ととに両年の雨量を見るに第1回試験では撒布の前々日に2.7mm叉撒布から播

種まで10.釦nm，播種後2日聞に70.5mmD多雨に対して第2回試験は撒布前日に8.3

mm，撒布から播種迄に6.4mm，播種後2日聞に 42mmの雨があった.後者もかたりの

雨量であるが，睦立不整地婚で排水がよくま?と石友鐘棄は反当7.5......10貫(全面30-40寅)

の多量施用たので.シヤナミツド石荻から尿棄の分解が一部未完了で，麦の芽が地上に出

るとき接触し薬害を及ぼすのだろう. t，.かしとの薬害は少容でま?と初期のみ君主ので早く

回復した.両年とも各教重は除草区と多少の増減があったが分撒分析は処理区聞に有意

室長が両年とも認められなかった.一方雑草防除は反当2.5貫〈全面10貫〉はその効果が

5貫以上〈全面20貫以上〉の施用に比べて少し劣るが， しかし. 第1回試験は無撒布の

23.9%.第2回試験は43.3%でそれぞれ無撒布に対してその減少は 1%の有意差があり防

除効果は大体期待した結果と見てよい.との雑草防除効果たよぴ穀牧から見て石荻窪素の

量は2.5-5貫の範囲で十分であり，土獲の乾湿によって多少分量を加減する必要がある

が，反当4貫(全面16貫)位が実施Di車量と思われる.

ヨえに整地矯小麦の石/J<..窒素発芽前処理は，ます写ポット試験で明にしたよろに覆土の厚さ

を2cmとしたので全面反当15貫位までは業容はないと考えて圃場試験を実施したのであ

る.結果は第1回試験に3ないて反当2.5貰(全商10貫)区は禁容がたかったが，反当5-

7.5貫(全面20......30貰〉区は小麦の発芽に対して可成り大をい薬害がる t，欠株箇所が出

来て著しく減牧した.第2回試験に立ないては反当2.5-5貫〈全面10-20貫〉区では薬害

が君主く， 7.5......10貫〈全面30-40買〉も発芽たよぴ初期生育の遅延はあったが藤容は少

し減牧はなかった.との両年の相違は第1回試験に3ないては椿種と石次官素繊布を同日

にして其の後9日間降雨がなく，そのため石次窒素の分解が遅れ，丁度小麦が地上に出る

頃， 15.4mmD降雨があったととが未分解石次窒素溶液に幼芽が接触したための薬害と考

えられる.第2回試験は麦の播種直後から2日間 42mmの降雨のために撒布作業を3日

遅らし，丁度土の湿り加減が適度の時に撒布し，その後は降雨が無かったので、薬害が極め

て少かったものと息われる.一般に矯種及石灰窒素撒布時に降雨が極占うて多い時は石友窒

素溶液が覆土居以下に浸透して小麦粒の発芽を筈し雑草防除は少い，ヨ欠に降雨が適度なれ

ば維草防除効巣が大きく， /j、支の幼芽が地上に出る迄に殆んど分解して害は主主い.逆に降

雨が極めて少〈土がよく乾燥してゐる場合には雑草防除たよび麦の薬害が少主主いが，しか

しその後に笈の幼芽が地上に出る時に雨にあえば未分解の石次量棄の接触容を受けるだろ

う.向石友量索。施用量が大をい場合，撒布当時は雑草防除効果があっても，後の肥効の

ために，石b<.窒索。少いものより反ってスズメノテツポウの発生量を増す場合がある.例

えば第1回試験の7.5貫区は愛の欠株によって雑草発生の士宮加と共に一個体当c重量も増
加している.

以上2回の試験結果から見るに整地播に3ないで覆土2cmの厚さにで石次窒素反当2.5

貫〈全面10貫〉は小麦に対し薬害がなく安全ではあるが，雑草防除は確認、出来泣い場合が

あった， また， 5貫以上(全面20貫以上〉は年によって薬害が大きい場合と極めて僅か
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の場合があり一致し主主かった. 一般に反当5貫以上〈全面20貫以上〕は施用量が多すぎ

ると思う.硫安たよび石灰窒素のま日き人工肥料を除草剤として使用できれば雑草防除と肥

料。一石二鳥的君主効果があると考えられやすいが，それは普通の施肥量の範囲内の場合で

あって，むしろとれらを除草剤として使用するには一般に多量を必要とするので過剰の窒

素物が作物の病虫害の誘因と怠りやすい.故にとのよう左肥料物質は雑草防除効果が認め

られる限り怠るべく少量施すのがよいと考へる，さらに追試の必要があるが発芽前処理の

石灰窒素D施用量は播溝上では，反当3......4貫，全面は12-16買の撒布が適量のようJC思

ゐれる.

VI.摘 要

(1) 裏作麦圃の雑草防除に関する研賓の第1報として， (1)栢立毛中に石灰窒素を

撒布して稲の刈取直後に小麦を不整地のまま播種する播種前処理と，整地播小麦の発芽前

処理が雑草の防除と，小麦の生育牧量にたよぽす影響を調査した

(2) 栢立毛中に将来播講とする株列に石灰窒素を撒布 (6寸巾の撒布機を使用して全

面に対する撒布率は25%)してゐき， 10日後に播種し?と時に石灰窒素を反当2.5.......5貫

(全面10.......20貫〉ο撒布は2回の試験共に雑草防除効果が可成り頴著であり，一方小麦に及
ぼす薬害は少しも見られ君主かったしかし，第2回試験のように反当 7.5-10貫区は後に

回復して減牧は主主かったが発芽ゐよび生育初期にわづかの薬害があった.よってとの方法

に治ける石次窒素の適量は播溝の筒所に反当4貫〈全面16貫〉位と思われる.

(3) 整地播にて小麦の播種期の遅延を避けるため，播種後覆土の上に石友窒素を撒布

する発芽前処理を施行した. 先づポット試験の結果は覆土を 2......2.5cmの厚さにすれば

全面反当 15貫程度の施用は，小麦の発芽生育に薬害は見られなかった

(4) 央に覆土の厚さを 2cmとした整地播小麦の圃場にたいて石荻窪素θ発芽前処理

は播溝に反当 2.5貫〈全面10貫〉区は2回の試験共に小麦に薬害がなく減牧は主主いが，雑

草防除効果は確認出来君主い年があった.反当5貫以上〈全面20貫以上〉の区は第1回試験

の如く小麦ο薬害が多く，麦の欠株を生巴，最初は，雑草防除効果があっても後に肥効に

よって反って雑草が大きく怠って防除効果の君主い年と第2回試験の如く小麦の薬害がえEく

一方雑草防除が明に確認、出来?と年があり不一致であった・荷年の不一致は撒布当時主主ちてj

にその後の降雨の多少が原因すると思われた.との方法の適否はさらに追試が必要である.
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